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○ 総合学習Ⅰ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々
な授業や行事を通して協調性・思いやり・気
配り・積極性・感謝など自身の体験を通して
身につける科目として位置付ける。

１
通

179 △ ○ ○ ○

○ 志学Ⅰ

周囲との協働を保ちつつ、使命感を持って
行動できる”自立心”を育成し、与えられ
た人生に感謝しながら高い志をもって歩む
力の必要性に気付く事を目的とする。

１
前

20 ○ △ ○ ○

○ 薬学基礎

一般用医薬品や医薬部外品、サプリメント
などの基本知識を学ぶ。また、薬学の医療
用語や生活習慣病などの家庭医学的な分野
を学ぶ。

１
前

56 ○ △ ○ ○

○ 化粧品基礎Ⅰ
美容皮膚科額、化粧品の基礎知識、法律な
ど化粧品や美容に関する知識を学ぶ。

１
前

30 ○ ○ ○

○ 硬筆

硬筆書写一般の技能及び知識の習得を目的
に楷書、行書の漢字を正しく書く事や常用
漢字の字体、音訓、筆順、現代仮名遣い、
符号などを学ぶ。

１
通

48 △ ○ ○ ○

○ 商業簿記Ⅰ

商企業の財務諸表作成の基礎となる取引を
会計帳簿に記録する方法の修得を目的とす
る。財務諸表規則や企業会計に関する法規
について学ぶ。

１
通

54 ○ △ ○ ○

○ ＰＯＰ制作Ⅰ

広告物制作の技法・技術を学び、医療現場
でPOP広告を施設側から来館者へのメッセー
ジを的確に表現出来る広告物技術を修得す
る。

１
通

43 ○ ○ ○

○
ＰＣ実習
(文章入力ス
ピード)

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目
的とする。Microsoft Wordを用いたビジネ
ス文書作成演習およびＰＣに関する基礎的
な知識について学ぶ。

１
前

39 ○ ○ ○

○
ＰＣ実習Ⅰ
（日本語ワー
プロ）

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目
的とする。ワープロソフトを用いたビジネ
ス文書作成の演習およびパソコンに関する
基礎的な知識について学ぶ。

１
通
33 △ ○ ○ ○

○
医薬品の基礎
知識

医薬品の本質や効き目、安全性について理
解を深める。また、薬害の歴史を理解し、
過去に起きた薬害訴訟について学ぶ。

１
前

24 ○ △ ○ ○

○ 人体の働き

消化管等の内臓器官や目や耳等の感覚器
官、皮膚や骨等の運動器官について学ぶ。
また、医薬品の体内における働きを学ん
で、主な副作用について理解を深める。

１
前

39 ○ △ ○ ○
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○
主な医薬品と
その作用

かぜ薬や解熱鎮痛薬などの医薬品の特徴に
ついて理解し、配合成分の働きについて学
ぶ。

１
前

44 ○ △ ○ ○

○
薬事関係法規
と制度

医薬品や医薬部外品などの取り扱いの違い
を理解し、販売業の仕組みや情報提供に関
する規定、行政庁の位置づけなどを学ぶ

１
後

29 ○ △ ○ ○

○
医薬品の適正
使用・安全

添付文章の構成項目や記載内容、医薬品副
作用被害救済制度の仕組み、過去に実施さ
れた一般用医薬品の主な安全対策の事例に
ついて学ぶ。

１
後

30 ○ △ ○ ○

○
登録販売者試
験演習

第1章から第5章までの応用演習を行い、理
解を深めていく。さらに、各都道府県の過
去問題を通して問題の特徴を掴んでいく。

１
後

73 △ ○ ○ ○

○ 接遇Ⅰ

基本的なビジネスマナーを修得することを
目的とする。社会人として求められる心構
え及び来客対応、言葉遣い、電話応対等の
演習を行う。

１
通
34 △ ○ ○ ○

○
サービス接遇
Ⅰ

サービス業務に対する心構え、対人心理な
どの理解、対応の技術、口の利き方、これ
らに伴う態度振る舞い、その在り方を学
ぶ。

１
通

36 △ ○ ○ ○

○ 調剤事務Ⅰ

診療報酬請求事務（調剤）に関する基礎知
識の習得を目的とする。調剤薬局での薬剤
料、処方料などの計算や保険請求について
学ぶ。

１
後
58 ○ △ ○ ○

○
ＰＣ実習
（Excel）

ビジネスに活用できるＰＣ操作修得を目的
とする。Microsoft Excelを用いた表計算の
入力・作成の演習、表計算・図表に関する
実用知識について学ぶ。

１
後

42 △ ○ ○ ○

１年次　単位時間

○ 総合学習ⅡＡ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々
な授業や行事を通して協調性・思いやり・気
配り・積極性・感謝など自身の体験を通して
身につける科目として位置付ける。

２
前

96 ○ ○ ○

○ 志学Ⅱ

やりがいを持てる社会人生活を送る為に社会
との繋がりの中で自分自身の生きる姿勢を探
求し、各ロールモデルの中から自身の「志」
を具体化させていく事を目指します。

２
前

26 ○ △ ○ ○

合計　１９科目 911 時間
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○ 調剤事務Ⅱ

診療報酬請求事務（調剤）に関する基礎知
識の習得を目的とする。調剤薬局での薬剤
料、処方料などの計算や保険請求について
学ぶ。

２
前

64 ○ △ ○ ○

○ 小売業の類型

「流通経路別」「形態別」「店舗形態別」
小売業における基本的役割を理解すると共
に、チェーンストアや商業集積の基礎理解
を図る。

２
前

8 ○ △ ○ ○

○
マーチャンダ
イジング

「仕入計画」「在庫管理」「販売管理」
「価格設定」の基本的役割を理解し商品計
画の基本を習得する。

２
前

8 ○ △ ○ ○

○
ストアオペ
レーション

「ディスプレイ」「作業割当」「人的販
売」の基本的役割を理解し、ストアオペ
レーションの基本的考え方を習得する。

２
前

8 ○ △ ○ ○

○
マーケティン
グ

「顧客管理」「販売促進」「商圏設定と出
展」「売場づくり」の基本的役割を理解
し、小売業マーケティングの基本的考え方
を理解する。

２
前

8 ○ △ ○ ○

○
販売・経営管
理

販売員の「基本業務」「法令知識」を理解
し、販売事務と計数管理の基本的考え方を
理解し、店舗管理の全般を把握する事を目
的とする。

２
前

8 ○ △ ○ ○

○ 販売士演習
販売業としての各理論を総合的に組み合わ
せた内容の理解を深めると共にアウトプッ
ト技法の習得を目的とする。

２
前

44 ○ ○ ○

○
サービス接遇
Ⅱ

サービス業務に対する心構え、対人心理な
どの理解、対応の技術、口の利き方、これ
らに伴う態度振る舞い、その在り方を学
ぶ。

２
前

55 △ ○ ○ ○ ○

〇
ＰＣ実習ⅡＡ
(日本語ワー
プロ)

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目
的とする。Microsoft Wordを用いたビジネ
ス文書作成演習およびＰＣに関する実践的
な知識について学ぶ。

２
前

48 △ ○ ○ ○

○ ＰＯＰ制作Ⅱ

広告物制作の技法・技術を学び、医療現場
でPOP広告を施設側から来館者へのメッセー
ジを的確に表現出来る広告物技術を修得す
る。

２
前
16 ○ ○ ○

○ 企業研究Ａ

ドラッグストアや調剤薬局について研究す
ることで「お客さんや患者さんに出来る
事」を考える。また、学んだことを復習す
ることで知識の理解を深める。

２
前
34 ○ ○ ○
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○
登録販売者実
習

薬局やドラッグストアでの実習を通して、
座学で学んだ知識を、現場の体験を通し実
践力を身に付けると共に主任登録販売者の
資格取得を目指す。

２
前

168 ○ ○ ○ ○

〇
選
１

登録販売者実
習事後指導
（ＰＰ）

登録販売者実習を終え、1年次（後輩）へ内
容を報告する機会とする、。パワーポイン
トを利用しプレゼンテーションの基礎を学
ぶ。

２
通
24 ○ ○ ○

○
選
1

総合学習ⅡＢ

「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々
な授業や行事を通して協調性・思いやり・気
配り・積極性・感謝など自身の体験を通して
身につける科目として位置付ける。

２
後

87 ○ ○ ○

○
選
1

ＰＣ実習ⅡＢ
(日本語ワー
プロ)

ビジネスに活用できるＰＣ操作の修得を目
的とする。Microsoft Wordを用いたビジネ
ス文書作成演習およびＰＣに関する実践的
な知識について学ぶ。

２
後

38 △ ○ ○ ○

○
選
1

企業研究Ｂ

ドラッグストアや調剤薬局について研究す
ることで「お客さんや患者さんに出来る
事」を考える。また、学んだことを復習す
ることで知識の理解を深める。

２
後
75 ○ ○ ○

○
選
2

企業研修

講義等で得た知識を実践の場で体験を行う
事を目的とする。
社会人としての自己課題を明確にし、解決
法を思考する機会とする。

２
後

224 ○ ○ ○ ○

２年次　単位時間

※【選１】もしくは【選２】の何れかを選択

単位時間

合計　２１科目 815 時間

合計　４０　科目 1,726 時間
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